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1 予算とは 
 

 

１．予算の意義 

 

 

 (1)予算とは 

 

予算とは、ある会計期間より前に、あらかじめ「目標」を設定することをいいます。予算

は、主に損益計算書の項目にしたがい、売上予算、費用予算、利益予算などと区分して設定す

ることが多いです。それぞれの項目について、過去の実績値の分析や、将来の経営方針や事業

計画などに基づいて、目標となる数値を設定し、それを目指して事業活動を行っていきます。 

 

 

 (2)予算管理を行う目的 

 

予算管理とは文字通り、設定された予算を目標として事業を行っていくための管理をいいま

すが、予算管理が行われる目的には以下のようなものがあります。 

 

①目標を数値化することにより、従業員の業務計画が立てやすくなる 

②会計期間前に設定した予算と、その会計期間終了後に集計された実績値から、将来の方向性

を定めていくために比較・分析することができる 

③月次で予算を設定すれば、会計期間の途中で予算を見直すことができる 
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２．予算の種類 

 

 

 (1)売上予算 

 

売上予算は、事業活動により得られる売上金額について設定される予算です。売上予算には

主に、将来の目標金額から計算する方法と、過去の実績値をもとに計算する方法の 2 種類があ

ります。モノやサービスを販売する事業であれば、単価を販売数の見込みに乗じることで推測

値を算出できます。競合や為替に左右されるため、定期的な見直しが必要です。 

 

 

 (2)費用予算 

 

費用予算には、仕入予算と、仕入以外の経費予算があります。 

仕入予算は、仕入に必要な数値から設定される予算です。売上が増減すると仕入の数も変動

するため、予算設定の際は注意する必要があります。売上予算と同様、一定期間ごとに見直し

を行うことも重要です。 

また、仕入以外の経費予算は、安定した事業活動を行うために必要な費用について設定され

る予算です。具体的には、事務所の賃借料、出張旅費、接待費、広告宣伝費、人件費などがあ

ります。経費には、売上の状況によって変化する変動費項目と、売上に関係なく発生する固定

費項目があるため、変動費・固定費を明確に区分したうえで経費予算を設定することが重要で

す。 

 

 

 (3)利益予算 

 

利益予算は、先に設定した売上と費用との差額で把握します。 

売上予算が未達成だとしても、費用予算による削減額が多ければ、想定していた利益に到達

できるケースもあります。利益を生み出すためには、売上予算と費用予算のそれぞれについて

課題となる点を、会計期間の途中でも洗い出すことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


